
東アジアの中新世晴乳動物の変遷

亀 井 節 夫*

Faunal Change of Miocene Mammals in East Asia 

Tadao Kamei* 

はじめに

現在は過去への鍵て、あ るといわれる. 日本列島に現生する 11前乳動物のほと んどは固有種であ

り，その中には多くの遺存がふくまれていて，このことが日本の附乳動物相の起源をさぐる鍵

となっている.たとえば，本州・四国 ・九州|の山地にいるヤマネ，沖縄地方に生き残っている

アマ ミノク ロウサギ，イリオモテヤマネコなどには，中新世の先祖型 と同じ形質が見られ， 1:1 

本のH甫乳動物相の起源が中新i!!却にまでさかのぼるであろうことを示している.

H甫乳動物の磁の存続期間は，他の生物のそれと比べて相対的に短 <， また，移動による地理

的な分散速度が著しく大きいことから，“哨乳類の時代"である新生代の陸成層の生層序区分と

対比には，I控生の崎乳動物の化石が用いられてきた. とくに，地質年代測定の精密化， 古地磁

可層序および微化石層序などの総合化が進められてきたことから，世界各地の新生界のH甫乳動

物化石による分帯は厳密に行われるよ うになった. ヨーロ ッパのものについては，1987年のマ

インツ会議や1989年のローマ会議で，古第三系を MP1から MP30まで細分することや，それら
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の国際対比の問題が議論された.また，地中海地域の新第三系についての MNIから MN17まで

の分帯 (Mein，1975， 1989) (第 1表)が，その他の世界各地での分帯とどのように関係つeけら

れるか，についての研究が精力的になさ れている.たとえば，北米の新生代の晴乳動物の地質

年代学と生層序については，Woodburneほか (1987)のまとめがあり .東アジアの古第三紀の

哨乳動物と層序の総括について，RusselとZhai(1987)による研究報告がある.最近では，Qui 

(1989)の中国の新第三系の哨乳動物化石に よる分帯とヨーロッノfのそれとの比較についての

論文 (第 2表)があるが， 日本を含めてアジア全体の新生界の11甫乳動物相を詳しく分析し総括
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*アジアの中新世il甫乳動物の変遜

した研究はなく ，今後の課題となっている.
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始新世末イベント (TE E)について

始新世ーから漸菊行止にかけての時期に，偶蹄類と 奇蹄類について科レベルの大きな変化が認め

られることは.スイスの古生物学者 Stehlin(1909)によって指摘され， Grand Coupre (大断

裂)とよばれ，始新世/湖減刑止境界問題に関連して議論されてきている.このような生物の変

遷に見られるギャ yプは，この時期には哨乳動物ばかりでなく ，陸上地物や浮遊性の有孔虫に

ついても認められることが分かつてきた.

Wolfe (1978)は，古植物から北半球の第三紀の気候について論じた中で，顕著な気候の悪化

として “TerminalEocene Event" (始菊刊t末イベント，TEE)ということを提唱したが，こ

の問題は1980年のパリでの IG C (万園地質学会議)で国際的に検討された[棚井敏雅氏のご

教示による].

第 1図は，始菊地中期から漸新世前期にかけてのl鞘乳動物の属の消滅と出現をヨーロ ッパ，

北米， アジアについて比較したものである.北米では.始新世後半からi斬菊池初期に大きな変

化が見られ，第三紀全体を過して最大のものであ ったが，少な くとも 1000万年間にわたる長期

的なものとされている. しかしながら， ヨーロッパとアジアでは，それとはノfターンを異にし

て，絶滅のピークは始殺ト世後期にあり ，ひきつついて漸新世初期に新しい属の出現が著しく 増

加 している.中央ア ジアでは，Entelodon， 

Bothriodon， Cynodon， Nimravus，中国北 80 

部の地域では，Entelodon， lndricotherium， 60 

Cadurcodoη の最初の出現がi斬新世の下|浪

とされる (Dashzeveg & Devyatkin， 

1986) .日本列島でも， (il1!路および常磐の漸

新統より Colodon?， Entelodonが産出し

ており， この時代には， 日本列島は中央お

よび東ア ジアと共通な動物地理区に含まれ

ていたことが分かる.

ベーリング陸橋

白亜紀後期，暁新世および始新世中期の

アジアの晴乳動物相は，北米大陸のものと

共通の要素によ って 占められていたことは

よく知られている. しかしながら，モンゴ

ールの IrdinMa巾 aの化石晴乳動物群 (始

新世中期)を見ると ，奇跡類の Uintathe.

rium， Palaeosyojうふ Helaletesなど， また，

食肉類の Miacisのような北米要素の存在

も目立つが，一方に おいて，的l1'achyus，

Propalaeotheriumのようなヨーロ ッパ要
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素の存在も注目に値する.さらに，始業Ij'-I止後期になると，北米との関係よりもヨーロ ッパとの

関係が一層強まり ，ドi折新パ!!:の前 .~!:I期を通して， 東アジアの u甫乳動物相はヨーロ ッパとの近縁

関係が著しく強められている.

このように，東アジアの附乳動物相は，北米およびヨー ロッパのそれらの影響を受けながら

発展してきているが，それにはべーリング陸橋(べー リンギア Beringia)の出現や消滅という

ことが大きく関係している.しかしながら，べーリング陸橋は，これまで説明されていたよう

なユーラシアと 北米大陸との間の単なる生物の通過地域であるのではなし 北東シベリアから

アラスカおよびそれらの大陸棚や海岸低地帯を含む広大なべー リンギダ Beringidaという陸

地の存在を考え，そこで特有な生態条件 とか，それに適応した附乳動物相の成立とそれの分化

の問題を検討することが必要となってきた.このことは，束アジアの中新世以降の11m乳動物相

の形成に大きな関係をもっ問題である (第 2図). 

東アジアの中新世の晴乳動物相

瑞i良!附洋の土岐爽炭累府(瑞浪盆地)， Iド村累屑および平牧累!田上部!日 (可児殺地)からは，

Gompholhe1'ium anneclens， Chilothe1'Utm pugηato1'， PalaeotapI1'us yagii， AmPhitragulus 

minoensis. A nchilherium hypohijJtoidesの産1:1-'，がま11られてお り， MatsuI11oto (1916-1926) 

およびTakai(1945)によ って l-liramal王ifauna (平牧化石H甫乳動物群)とされたものである.

これの時代は， ヨーロ ッパの Burdigarianに対比されたが，現在では OrleaniumのMN3

(Wintershot-West)あるいはMN4 (La Romieu)に当たるとされ，18-19Maの年イtfu査があ

たえられている (第 I表).この時期は，ヨーロ yノfで，最初に GomρholheriU1況や み'f{olophodon

という長品類が出現しているということで， “ProboscideanDatuI11 Event"とか，“Neogene

Dispersal Phase I~ などとよばれている . すなわち， 平牧フオーナは， 中野け堂前期のユーラシ

アにおける附乳動物群の適応政散の来|浪を示すものとして重要視されている.

東アジアでの中新世前期のu市乳動物の化石産地については，層準が明らかなものが少なく ，

中国の |絢州西方の717海省の西寧盆地のものは， Oiceros， Brachytothe1ium， Eucricetodor!， 

Plesiosmi thus などの漸菊子l!t以来の固有位が多いとされている . 中菊ト|且・ "1'1~Jの陸成Jt'1は ， 111東，

山西，広西，i 1ー粛などの各省にl散在的に分布しているが，その中で111束省の山旺(Shangwang)

の化石Utlj乳動物群がこのH寺J~Jのものを代表している .

山|庄の動物相には Anchithe1'ium，Brachytothe1'ium， Ustriodon， Palaeochoe1'usのようなヨ

ーロ ッパの要素が多〈見られると共に，Plesiaceralhe1'iwnのような中東や南ア ジアとの共通《

要素も含まれている.LlI旺のtl上積物は刺|粒で，縞状の珪藻土からは，きわめて保存のよい魚，

昆虫，柏物の造体を産していることでよく 知 られ，植物相からは，同H寺期の日本と 同じく慌|援

な亜熱帯'~I:の森林環境であ っ たことがうかがえる r l~' 悶古地理図集J (1985)によると，古第

三紀には半乾燥ないし乾燥気候帯が中国北 ・中部にかけて拡がっていたが，新第三紀になると，

それは 11政↑符からツルファ ン，タリム北地にかけての内陸部に縮小して，1援温帯から亜熱帯の

地域が主体を山めるようにな ったとされている.このような環境のもとで，ユーラシアに共通

なものを基総として，東アジアに |盟有な性絡をも った哨乳動物群の形成が見られるようになっ

た.たとえば，アジア地域に特有な長品類とされる StegoloPhodon-Stegodon系列の形成はこの

時期に 凡 られ，モンゴールの TungGur屑や 廿粛省のシャベル状の 下 電flで知 られる
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Platybelodonも東アジアに固有なものといえよう .この Platybelodonは，その後，ユーラシア

要素である GomPhotheriumやる'f5oloPhodonとともに，ベーリンギアを経て北米大陸にわた

り，Amebelodonや Torynobelodonとなった (第 2~I) . 
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第2図 ゾウ郊の移動とベーリ ング陸橋.A : '1:1新世一鮮菊刊t，B :中菊日並

後期 鮮菊í-I止初J~j ， C:更瀞刊士Ij:'J羽 (Tobien，1977) 

l中新世後期の“HipparionEvent"は，北米大陸よりベーリンギアを経ての HiPparioη のユー

ラシアへの移動で特徴づけられている.峡西省の西釘丘郊の Baho層では，Percrocuta， Chilothe-

riurn， Dice1'orhinu.s， Palaeotmgu.s， TetraloPhodonなどとともに，大型で短冠歯型の HiPtarion

が見られるが，それは，鮮菊田ーの三E止馬赤土層のものの先駆的なものおよび草原環境の出現という

ことを示している.また，雲南省など中国間南部の中新・i(<<:新統の D1yopithecus，Ramapithecus， 

Sivapilhecusなどの霊長類化石にともな って，Rhizomys， Sivaonyx， Marcotherium， Tapirus， 

Potarnochoerus， Dorcathe1iumなどが見られることは，中圏西南部のその時期のunl乳動物相は

ノマキスタ ンやイ ン ドの Siwaliksの Nagriff，'と共通で・あり ，"1"国中・北部のそれとは著しく異な
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るものであることが分かる.

このように，中新世後期には，東アジアの哨乳動物相は，気候条件の変化に ともなう環境の

分化による地域性の多様化が認められるようになった.東アジアの東部と西南部には混暖 ・湿

潤な環境が残り ，乾燥した大陸内部から西部にかけての地域から離れた孤立した状態となって

いたのである.つまり ， 日本列島の現在の楠乳動物相の中新世型の残存の起源を求めるならは¥

この時期にさかのぼることができょう . 日本の哨乳動物相の島しょ 化による固有の形成，海洋

性気候のもとでの森林生活者によ ってすべてのものが占められているとい う特有な特徴は，こ

の時期以来，一貫して受け継がれてきているのである.

引 用文献

Dashzeveg， D. and Devyatkin， E. V. (1986)， Eocene-Oligocene Boundary in Mongolia， ln : Pomerol 

and Premoli (eds.)， Terminal Eocene Events. Elsevier， Amsterdam. 153-157. 

Kamei， T. and Okazaki， Y. (1976)， Mammalian Fauna of the Miocen巴 MizunamiGroup and the 

Neogene Mammals in Japan. Proc. 1st. Internatl. C. P. N. S.， 353-354. 

Madden， C. Y. and Van Couvering， J. A. (1976)， The Proboscidean Datum Event: Early Miocene 

migration from Africa. Geol. 50c. Amelica， abslract ρapers， p. 992. 

Mein， P. (1975)， R巴sultatdu groupe de travail des Vertebres， in Report of the R. C. M. N. S 

Working Groups (1971-1975). Bratislava. 78-81. 

Mein， P. (1989)， Updating of MN Zones， ln : E. H. Lindsay， V. Fahlbusch and P. Mein (eds.)， 

European Neogene Mammal Chronology. Plenum Press， New York and London， 73-93. 

Russel， D. E. and Tobien， H. (1986)， Mammalian Evidence Concerning the Eocene-Oligocene 

Transition in Europe， North America and Asia. ln: Pomerol and Premoll (eds.)， Termi-

nal Eocene Events. Elsevier， Amsterdam. 299-307. 

Russel， D. E. and Zhai， Ren-je. (1987) The Paleogene of Asia， Mammals and Stratigraphy. Mem. 

Mtω. Nat. d'Histore Naturelle， 52， 1-488 

Tobien， H. (1977)， Migrations and Non-Migrations of Proboscideans (Mal11mals) Via Bering Strait 

Land Bridge in the Late Cenozoic. jOUI'. Paleonl. 50c. lndia， 20， 237-243. 

Qiu， Z. (1989)， The Chinese Neogene Mammalian Biochronology一ItsCorrelation with the Eu-

ropean Neogene Mammalian Zonation， ln : Lindsay， Fahlbusch and Mein (eds.)， Euro-

pean Neogene Ma押t押w.tChronology. Plenul11 Press， New York and London. 527-556. 

Wolfe， ]. A. (1978)， A Paleobotanical Interpretation of Tertiary Climate in the Northern Hel11i-

sphere. Amer. 5cientisl， 66， 694-703 

Woodburne， M. O. (ed.) (1987)， Cenozoic Mammals 01 Norlh America. Univ. Calif. Press， Berkley 

1-336. 



*アジアの1-1-1新世11甫字L動物の変遜 135 

(Abstract) 

Th巴extantmammals of the ]apanese islands are characteristic in having many endemic species. 

In addition， as for generic lev巴lsome of them are considered to have close relationship to the 

Miocen巴 precursors.To elucidate the nature of Miocene mammals in East Asia， the problems on 

Terminal Eocene Event and the role of the Bering Strait land bridge were discussed. In a space of 

faunal exchange between Europe and North America， the Miocene mammals of East Asia had 

their own characters in the course of development. In other words， due to the diversification of 

environment， mammalian faunas in East Asia had become to acquire their own peculiar characters 

from place to place. In early to middl巴 Miocene，European mammal elem巴ntshad been spreaded 

to the J apanese island in the east， but at the time of“Hipparion Datum Event~ in late Miocene， 

eastern and southern faunas of East Asia with warm temperate and humid elements had been set 

up in opposition with central and western faunas of dry environments. 


